
〒260-0045 千葉市中央区弁天1-2-12

043-207-6011　Fax:043-207-6012

9:00～12:00 14:00～17:00
（月・火・木・金・土曜日）

水曜日、日曜日、祝祭日　
※平成25年4月からは、水曜も診察いたします。

篠遠　仁　（しのとお　ひとし）　

～　最善の行動と信頼　～

医療法人 同 和 会　千　葉　病　院

住　　所

医　　師

～　診療のご案内　～

休 診 日

電話番号

診療受付時間

千葉病院広報紙　2013.春号（第40号）発行者 医療法人同和会 千葉病院

所 長 ：赤川　和弘

診 療 科 目 ：心療内科・精神科・神経科・内科・シルバーケア

診 療 時 間 ：午前  9 :0 0 ～1 2 :0 0  （受付1 1 :3 0 まで）：午後1 4 :0 0 ～1 7 :0 0  （受付1 6 :3 0 まで）　

　※初診の方はご予約となります。

休 診 日 ：火曜・日曜・祝祭日・年末年始

住 所 ：船橋市高根台1 -2 -2 プラザ街2 F（新京成高根公団駅より徒歩2分）

電 話 ：0 4 7 -4 6 8 -6 8 0 6 F A X ：0 4 7 -4 6 8 -6 8 0 9

※在宅医療にも取り組んでいます。お気軽にご相談ください。

安心、そして安らぎのある暮らしを・・・

所 長 ：福井　進

診 療 科 目 ：精神科・心療内科

診 療 時 間 ：午前  9 :3 0 ～1 2 :0 0  （受付1 1 :3 0 まで）：午後1 4 :0 0 ～1 7 :3 0  （受付1 7 :0 0 まで）

休 診 日 ：木曜・日曜・祝祭日・年末年始

住 所 ：船橋市前原西2 -1 3 -1 3  大塚ビル4階（JR津田沼駅北口より徒歩2分）

電 話 ：0 4 7 -4 5 5 -7 3 0 0 ホームページ ：http://www17.ocn.ne.jp/~mhct

当クリニックではご家族の方の相談に医師・スタッフが対応します。1人で悩まずに、お気軽にご相談ください。

　　　　心の健康について一緒に考えましょう。私たちはこれまでの経験を生かして、

　　　　皆様の身近なところで気軽に相談できる心のクリニックを目指しています。

  神経内科は脳や脊髄、末梢神経、筋肉の病気を扱います。頭痛、目まい、脳梗塞などをはじめ多彩な

  神経疾患の症状に悩む多くの方にとって、とても身近な専門領域になります。

  

所 長 ：服部 孝道

診 察 医 師 ：服部 孝道・栗原 照幸・水谷 智彦・湯浅 龍彦・神田 利政

診 療 科 目 ：神経内科、脳ドック

診 療 時 間 ：午前  9 :0 0 ～1 2 :0 0  　午後1 4 :0 0 ～1 7 :0 0

休 診 日 ：木曜・日曜・祝祭日・年末年始 ホームページ ：shinkeinaika-t.or.jp/index.html

住 所 ：船橋市前原西2 -1 4 -1 5 榊原ビル7階（JR 津田沼駅北口より徒歩1分）

電 話 ：0 4 7 -4 7 0 -0 5 0 0 F A X ：0 4 7 -4 7 0 -0 5 1 1

千葉病院　患者様の権利
①個人として、人格およびプライバシーが尊重されます。
②安全な環境で、可能な限りの良質な医療が提供されます。
③職員のいかなる行為に対しても説明を求め苦情を申したてること
ができます。
④精神保健福祉法に則った医療および処遇が保障されます。
⑤職員から思想・信条・宗教および個人的関係は強制されません。
⑥個人情報は保護されます。

【病院概要】

■ 診 療 科

精神科・神経科・神経内科（要予約）・歯科（要予約

■ 院 長

鈴木洋文

■ 外来診療時間

平　日9 :0 0 ～1 2 :3 0 （月曜日のみ9 :3 0 ～1 2 :3 0 ）

土曜日9 :0 0 ～1 2 :3 0 （午後は予約制）

■ 休 診 日

木曜日・日曜日・祝祭日・6月1日（創立記念日）

■ 所 在 地

〒2 7 4 -0 8 2 2 　千葉県船橋市飯山満町2 -5 0 8

T el：0 4 7 -4 6 6 -2 1 7 6 　Fax：0 4 7 -4 6 6 -7 5 0 3

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：//w w w .ch ib a-h p .on .aren a.n e.jp

発　 行：医療法人同和会　千葉病院
発行日：平成25年３月１０日
住　 所：千葉県船橋市飯山満町2-508

℡　 047-466-2176  Fax  047-466-7503

URL://www.chiba-hp.on.arena.ne.jp/

編集後記

千葉病院院外報の2013年春号をお届けします。医療法人同和会全体では
4番目、神経内科専門としては2番目のクリニックを、本年1月にJR千葉駅北
口に開設いたしました。患者様にとって気軽に、上質の医療を受ける場とな
るよう、スタッフ一同頑張ってまいります。また。活動紹介では「訪問看護」
を紹介しました。地域に住む患者様の、病院との橋渡しとなるよう、日々尽
力しております。

　一般の方からすると、神経内科はまだまだ馴染みのない敷居が
高い診療科であるというのが現状であろうかと思います。
　当クリニックは駅前であるということから、気になる症状があるとき
に気軽に立ち寄って相談できるクリニックという役割を果たしてい
かれると思います。また長期にわたる通院が必要な神経難病の患
者様にも、アクセスが良いということで大いなる利便性を提供して
いかれると思います。
　今後、地域の医療・介護のネットワークを作り、それを生かし、質
の高い、最新・最善の医療を提供していきたいと考えています。

本年1月に、神経内科専門クリニック「神経内科千葉」を開設いたしました。

　　「神経内科」では、頭痛、めまい、しびれなど、多彩で、多くの方にとって大変身近な症状を扱います。
　しかし、専門医が少なく、多くの医療機関では十分に扱うことが出来ませんでした。
　医療法人同和会では、５年前に、JR津田沼駅前に神経内科専門クリニック「神経内科津田沼」を開設
し、神経疾患に悩む患者様に最新・最善の医療を提供して参りましたが、より幅広い地域の患者様に医
療を提供したいと考え、このたび、JR千葉駅北口に「神経内科千葉」を開設しました。

           　　　　　　　～こんな症状にお困りではありませんか？～

　　脳卒中が心配である、物忘れが気になる、歩きづらい
 　　　 　　　手足がふるえる、 手足に力が入らない、手足がしびれる
          　　　　　　　　　頭が重く感じる、 頭が痛い、気を失うことがある
　　　  　　　　　　　　　　　　　　目まいがする、顔がけいれんする、眠れない

所長の篠遠 仁医師

所 長 ：篠遠　仁

診療科目 ：神経内科

診療時間 ：午前  9 :0 0 ～1 2 :0 0  、午後1 4 :0 0 ～1 7 :0 0 　

休 診 日 ：日曜・祝祭日・水曜日

（平成2 5年4月からは、水曜も診療します）

住 所 ：千葉市中央区弁天1 -2 -1 2 　弁天町沼澤ビル3階

　（JR 千葉駅北口より徒歩1分）

電 話 ：0 4 3 -2 0 7 -6 0 1 1

Ｆ Ａ Ｘ ：0 4 3 -2 0 7 -6 0 1 2

専門医が丁寧に診察して最新・最善の医療を提供します。

　　　　頭痛、めまい、しびれなど、多彩な神経疾患の症状は

　　　　多くの方にとって身近な症状です。



ここは千葉病院の活動を紹介するコーナーです

千葉病院Ｄｒによる医療コラム　第13回

　「物忘れ」について　その２
千葉病院医師　須原　信平

　
　千葉病院の春の恒例イベント「音楽祭」を、３
月２日に開催しました。
　当院は「音楽のある精神科の病院」を特徴のひ
とつとしており、一年を通して、音楽を用いた治
療活動を行い、イベントを企画しています。

看護師　天野敏江

訪問看護・指導とは？

　精神科の病気は療養に長くかかる場合があります。薬を飲んでもなかなか症
状が改善しないこともあります。また、身体の病気と違ってどこが悪いのかわ
かりにくいため、家族や友人に病気を理解してもらえず苦しんでいる方もい
らっしゃいます。
　訪問看護・指導では、そういった悩みや苦労をじっくりとうかがいます。病
気について学び、辛い症状に対処する方法、元気になるための方法を一緒に考
えます。一方的な指導ではなく、利用者の方の希望に沿い、長所や能力を生か
すことを大切にしています。
　利用者の方の笑顔が、私達スタッフの喜びです。「出会い」と「つながり」
を大切にして、日々の出来事を共に悩み、共に喜びながらお手伝いさせていた
だきます。

・ 健康状態をチェックして、心身の健康を維持する方法を一緒に考えます。
・ 服薬方法や副作用、病気に関する相談、助言を行います。
・ 食事や金銭管理など日常生活に関すること、
　 福祉サービスの利用の相談、援助をいたします。
・ ご家族の相談に応じます。

・ 医療保険及び自立支援医療制度(1割負担)が適用されます。
・ 1割負担で1回の訪問につき580円です。
　 90分以上かかった場合は1100円です。
・ 別に交通費がかかります。
・ 生活保護の方の自己負担はありません。

支援内容

　

 千葉病院の看護師もしくは精神保健福祉士

訪問スタッフ

訪問看護料金

写真　入る

写真　入る

　
　前回は「物忘れ」の点から認知症についてお話しました。では、ひどい物忘れだけが認知症の症状なの
でしょうか？今回は認知症の症状についてのお話です。

　認知症の症状は大きく分けて①中核症状と②周辺症状の二つに分けられます。それぞれ抽象的な言
葉で分かりにくいですね。それぞれ具体的な例を挙げてみましょう。

① 中核症状・・・忘れること、覚えられないこと
・新しいことが覚えられない、覚えてもすぐ忘れる（記銘障害）
・日時、場所がわからない（見当式障害）
・覚えていた事が思い出せない、以前できた事が出来なくなる（失語、失認、失行）
② 周辺症状・・・行動、心理の異常
・見えないはずのものが見える。聞こえないはずの声が聞こえる（幻視、幻聴）
・思い込みが強く、訂正できない（妄想）
・目的もなく歩き回る（徘徊）
・強い不安や落ち着きのなさ、気分の落ち込み、興味の喪失（気分障害）
・周囲の人への暴言、暴力、興奮、関わりの拒否（攻撃性）

　認知症といっても必ずしもこれらの症状が揃うわけではなく、中核症状と周辺症状が複雑に絡み合う場
合もあります。認知症の原因にはアルツハイマー病や脳血管障害、レビー小体病、頭部外傷、感染症な
ど様々なものがありますが、原因がいずれであっても認知症の症状を呈することは変わりません。
では中核症状と周辺症状はどちらが生活に大きな支障をきたすでしょうか？中核症状である「物忘れ」そ
のものでも支障は十分にあるのですが、一般的には周囲を巻き込む事の多い周辺症状のほうが支障が
大きいといわれ、かつ治療対象となることが多いです。
　今回は認知症の症状についてのお話ししました。次回は治療についてのお話です。

　
　当日は、コーラス、三味線、シャンソン、
サックス、ピアノ独奏など、多種多様な演奏
が行われ、会場となった中央ホール全体が音
楽に包まれるとともに、入院患者さんも職員
も楽しいひと時を過ごしました。

当院の訪問スタッフ

訪問看護相談室は、病院正面玄
関を入ってすぐ右手にあります。

　写真上　サックスのアンサンブル
　写真右上　谷渕Drによるピアノ独奏


